
 

平成30年度岩手山火山防災協議会 

 

次     第 

 

                          日時：平成31年３月14日(木)13時45分～ 

                          場所：盛岡市勤労福祉会館５階大ホール 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議事 

 （１） 報告 

    ア 岩手山の火山活動状況について 

    イ 岩手山噴火警戒レベルについて 

    ウ 岩手山火山防災に係る今年度の取組について 

 （２） 協議 

    ア 岩手山火山避難計画修正（案）について 

    イ 岩手山火山防災マップ修正（案）について 

    ウ 岩手山における避難促進施設の選定基準(案)等について 

    エ 岩手山火山防災協議会の今後の主な取組（案）について 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 



 

 
 ＜資料一覧＞ 

・ 【資料１－１】岩手山の火山活動解説資料（平成 31年２月） 

・ 【資料２－１】岩手山の噴火警戒レベル リーフレット 

・ 【資料３－１】岩手山火山防災に係る今年度の取組について 

・ 【資料４－１】岩手山火山避難計画修正に係る修正点 

・ 【資料４－２】岩手山火山避難計画修正（案） 

・ 【資料４－３】岩手山火山避難計画【資料編】修正（案） 

・ 【資料５－１】岩手山火山防災マップ修正に係る修正点 

・ 【資料５－２】岩手山火山防災マップ修正（案） 

・ 【資料６－１】岩手山における避難促進施設の選定基準（案）について 

・ 【資料６－２】岩手山における避難促進施設の選定基準（案） 

・ 【資料６－３】岩手山における避難促進施設の指定等スケジュール（案） 

・ 【資料６－４】集客施設等における噴火時等の避難確保計画のひな形【岩手山】 

・ 【資料７－１】岩手山火山防災協議会の今後の主な取組（案） 

 



職　　名 氏　　　名 職　　名 氏　　　名

岩手県 知事 達　増　拓　也 出

岩手県盛岡市 市長 谷　藤　裕　明 代理 危機管理統括監 吉　田　尚　邦
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田　村　春　彦
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岩手県雫石町 町長 猿　子　恵　久 代理 主査 遠　藤　真　巳

仙台管区気象台 台長 大　林　正　典 代理 火山防災情報調整官 久保田  　　勲

盛岡地方気象台 台長 間　宮　嘉　久 出
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盛岡地区広域消防組合消防本部 消防長 高　橋　邦　夫 代理 警防課長 上　平　久　浩
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（公財）
盛岡観光コンベンション協会
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主査 横　森　宅　弥
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主事 菊　池　平　良
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＜事務局＞
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法第４条第２項第６号（消防）

法第４条第２項第７号（火山専門家）

＜受託者＞

岩手県総務部総合防災室

アジア航測㈱

平成30年度岩手山火山防災協議会　出席者名簿

機　　関　　名
幹　　　　　　　　事 代　理　出　席　者

出欠

法第４条第２項第２号（気象台）

法第４条第２項第１号（都道府県知事及び市町村長）
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平成 30年度岩手山火山防災協議会 

討議概要 

 

１ 日 時 平成 31年３月 14日（木）13：45 ～14：30 

 

２ 場 所 盛岡市勤労福祉会館５階大ホール 

 

３ 参集者 別添出席者名簿のとおり 

 

４ 次第 

(1)  開会 

(2)  挨拶 

(3)  議事 

(1)  報告 

(ア)  岩手山の火山活動状況について 

(イ)  岩手山の噴火警戒レベルについて 

(ウ)  岩手山火山防災に係る今年度の取組について 

(2)  協議 

(ア)  岩手山火山避難計画修正（案）について 

(イ)  岩手山火山防災マップ修正（案）について 

(ウ)  岩手山における避難促進施設の選定基準（案）等について 

(エ)  岩手山火山防災協議会の今後の主な取組（案）について 

(4)  その他 

(5)  閉会 

 

５ 討議概要 

 

(1)  報告 

ア 岩手山の火山活動状況について 

・ 資料１により盛岡地方気象台から説明 

・ 質疑等なし 

 

イ 岩手山の噴火警戒レベルについて 

・ 資料２により仙台管区気象台から説明 

・ 質疑等なし 

 

ウ 岩手山火山防災に係る今年度の取組について 

 資料３により事務局から説明 

 質疑等なし 

(2)  協議 

ア 岩手山火山避難計画修正（案）について 
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・ 資料４により事務局、アジア航測及び齋藤委員から説明 

・ 質疑等なし 

・ 原案のとおり修正 

 

イ 岩手山火山防災マップ修正（案）について 

・ 資料５により事務局から説明 

・ 質疑等なし 

・ 原案のとおり修正 

 

ウ 岩手山における避難促進施設の選定基準（案）等について 

・ 資料６により事務局から説明 

・ 質疑等なし 

・ 原案のとおり 

 

エ 岩手山火山防災協議会の今後の主な取組（案）について 

・ 資料７により事務局から説明 

・ 説明後、質疑応答 

（質疑応答） 

・ 修正したマップは、住民にはどの範囲まで周知を行うこととしているのか。（齋

藤委員） 

・ 現在作成したマップについては、各市町村の必要部数を増刷しているところ。

増刷したマップを配付しながら説明会を開いていただく予定。具体的な計画等

は年度明けに、市町村で差が生じないように調整をしていくもの。（事務局） 

 

(3) その他 

・ 噴火時の登山道の整備は可能なのか。（しずくいし観光協会） 

・ 基本的には現在の登山道を用いての速やかな避難を想定しております。（事務局） 

・ ハザードマップや避難計画が完成したところであるが、実際に活動をしていくの

はこれからとなる。完成して終わりではなく、今後の活用について考えていく必

要がある。自治体毎の想定を行う他、訓練等を実施する等活動を行っていただき

たい。（齋藤委員） 

 

(4) 閉会 

 

以上 
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